
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

私
ど
も
は
、
9
月
の
定
例
市
議
会

に
お
い
て
、
議
長
、
副
議
長
に
ご
選

任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余

る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
職
責
の
重
さ

を
痛
感
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

も
と
よ
り
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
市
議
会
議
員
と
し

て
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
経
験
を
踏

ま
え
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
大
竹
の

た
め
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、「
社
会
の
少

子
高
齢
化
と
人
口
の
減
少
傾
向
」、

「
岩
国
大
竹
道
路
建
設
事
業
」、
そ
し

て
「
大
竹
港
東
栄
地
区
港
湾
整
備
事

業
な
ど
に
起
因
す
る
大
願
寺
山
造
成

事
業
の
巨
額
の
債
務
残
高
」
な
ど
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
い
わ
い
に
し
て
、
大
竹
工
業
団

地
に
は
、
計
画
当
初
に
目
論
ん
で
い

ま
し
た
よ
う
に
、
巨
大
工
場
の
建
設

が
進
み
、
幾
分
の
光
明
が
見
え
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
現
在
を
考
え
る
と
、

市
の
財
政
状
況
が
極
め
て
逼
迫
し
て

い
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
こ
と
で
あ

り
、
市
民
の
皆
さ
ま
も
、
大
き
な
不

安
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
行
政
の
執
行
を

負
託
さ
れ
て
い
る
市
長
は
、
重
大
な

決
意
を
持
っ
て
、
こ
と
に
臨
み
、
再

び
「
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
大
竹
」
に

元
気
を
取
り
戻
す
基
礎
を
作
り
上
げ

る
覚
悟
を
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
市
議
会
議
員
は
、
市
長
の

行
政
執
行
・
提
案
権
に
対
し
て
合
議

を
も
っ
て
そ
の
是
非
を
審
議
し
、
政

策
を
決
定
す
る
役
割
を
、
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
負
託
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
ご
負
託
を
い
た
だ
い
た
責
任

は
、
私
た
ち
が
市
民
の
皆
さ
ま
の
目

線
に
立
っ
た
判
断
を
す
る
こ
と
で
、

果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
円
滑
な
議
会
運
営
に

よ
っ
て
、
市
議
会
が
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め

た
判
断
を
す
る
よ
う
、
力
一
杯
の
努

力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
に

絶
大
な
る
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
、
議
長
、
副
議
長
就
任
に
あ

た
り
ま
し
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

副議長

田 中 実 穂
議　長

西 川 健 三

市
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議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
本
会
議

に
お
い
て
、
議
員
全
員
の
合
議
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
行
政
の
範
囲

は
広
範
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
の
で
、
各
議

員
が
所
属
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
て
、
重

点
的
・
専
門
的
に
事
前
の
審
査
を
行
う
委

員
会
主
義
の
議
会
運
営
が
一
般
的
で
す
。

　

大
竹
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
条
例

に
よ
っ
て
、
総
務
文
教
委
員
会
と
生
活
環

境
委
員
会
の
2
つ
の
常
任
委
員
会
を
設
け

て
い
ま
す
。（
前
議
会
に
お
い
て
は
、
3

常
任
委
員
会
制
で
し
た
が
、
議
員
定
数
の

減
少
に
対
応
す
る
た
め
、
今
議
会
に
お
い

て
は
、
2
常
任
委
員
会
制
と
し
て
い
ま
す
。）

　

ま
た
、
議
会
運
営
、
会
議
規
則
、
議
長

の
諮
問
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
調

査
を
行
う
た
め
、
常
任
委
員
会
と
は
別
に

議
会
運
営
委
員
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

委 

員 

長　
　

広
岡　
　

巧

副
委
員
長　
　

上
野　

克
己

委　
　

員　
　

寺
岡　

公
章

　

 

〃 　
　
　

原
田　
　

博

　

 

〃 　
　
　

二
階
堂　

博

　

 

〃 　
　
　

岡
部　

健
三

　

大
竹
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
幅
広
く
考
え
る
部
署
と

し
て
の
総
務
企
画
部
や
、
教
育
委
員
会
、
消
防
本
部
・
消
防
署
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
、
公
平
委
員
会
及

び
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
に
つ
い
て

審
査
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
環
境
委
員
会
に
属
さ
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ

の
委
員
会
で
審
査
し
ま
す
。

　

福
祉
施
策
な
ど
主
に
ソ
フ
ト
事
業
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
市
民
生
活
部
、
主
に
ハ
ー
ド
部
門
を
管
理
し
な
が
ら
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
を
行
い
、
技
術
職
員
の
力
を
活
か
し
施
設
を
管
理
す
る
と

と
も
に
、
都
市
環
境
と
い
う
新
し
い
視
点
に
た
っ
た
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
都
市
環
境
部
及
び
、
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
上
水
道
や

下
水
道
の
管
理
を
行
う
上
下
水
道
局
の
所
管
に
属
す
る
事
項
に
つ

い
て
審
査
し
ま
す
。

常
任
委
員
会

北林　隆委員　　山崎年一委員　　山田晟彰委員　　　乃美晴一委員
寺岡公章委員　　田中実穂委員　　原田　博委員長　　日域　究副委員長

岡部健三委員　　広岡　巧委員　　　上野克己委員　　　児玉朋也委員
山本孝三委員　　細川雅子副委員長　二階堂博委員長　　西川健三委員

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

生
活
環
境
委
員
会

─ 3 ─



岩
国
大
竹
道
路
対
策
特
別
委

員
会
の
設
置
に
関
す
る
決
議

　

特
別
の
事
件
に
つ
い
て
、
集
中
的
に
調

査
・
審
査
す
る
た
め
、
本
会
議
の
議
決
に

よ
っ
て
設
置
し
ま
す
。

　

岩
国
大
竹
道
路
の
建
設
に
よ
る
交
通
障

害
の
不
安
や
、
時
間
的
・
経
済
的
損
失
な

ど
、
事
業
に
付
随
す
る
諸
問
題
に
対
処
す

る
た
め
、
平
成
10
年
12
月
18
日
に
特
別
委

員
会
を
設
置
し
て
取
り
組
ん
で
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
新
議
会
に
お
い
て
も
引

き
続
き
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

委 

員 

長　
　

岡
部　

健
三

副
委
員
長　
　

二
階
堂　

博

委　
　

員　
　

西
川　

健
三

　

 

〃 　
　
　

児
玉　

朋
也

　

 

〃 　
　
　

細
川　

雅
子

　

 

〃 　
　
　

日
域　
　

究

　

 

〃 　
　
　

上
野　

克
己

　

 

〃 　
　
　

原
田　
　

博

　

 

〃 　
　
　

広
岡　
　

巧

　

 

〃 　
　
　

山
本　

孝
三

1
． 

本
議
会
に
、
岩
国
大
竹
道
路
対

策
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
10

名
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

2
． 

本
議
会
は
、
岩
国
大
竹
道
路
対

策
特
別
委
員
会
に
対
し
、
次
の

事
項
を
付
議
す
る
。

　
　

⑴ 

岩
国
大
竹
道
路
対
策
に
関
す

る
事
項

3
． 

岩
国
大
竹
道
路
対
策
特
別
委
員

会
は
、
議
会
の
閉
会
中
も
付
議

事
項
の
審
査
を
継
続
し
、
設
置

期
間
は
、
議
会
が
本
案
件
の
終

了
の
議
決
を
す
る
ま
で
存
続
す
る
。

　
　

平
成
19
年
9
月
18
日

大
竹
市
議
会

上
野　

克
己

寺
岡　

公
章

原
田　
　

博

広
岡　
　

巧

細
川　

雅
子

日
域　
　

究

委 

員 

長　
　

日
域　
　

究

副
委
員
長　
　

細
川　

雅
子

委　
　

員　
　

乃
美　

晴
一

　

 

〃 　
　
　

北
林　
　

隆

　

 

〃 　
　
　

山
田　

晟
彰

　

 

〃 　
　
　

山
崎　

年
一

　

前
議
会
に
お
い
て
は
、「
議
会
改
革
等

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
議
会
経
費
削

減
の
た
め
議
員
定
数
の
2
名
減
や
、
政
務

調
査
費
の
使
途
基
準
を
明
確
に
整
理
し
ま

し
た
。

　

新
議
会
に
お
い
て
も
、
議
会
運
営
委
員

会
の
調
査
研
究
機
関
と
し
て
「
議
会
改
革

等
研
究
会
」
を
設
置
し
て
、
前
議
会
の
検

討
委
員
会
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
課
題
な

ど
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
調
査
研
究
を
進

め
ま
す
。

会　
　

長　
　

田
中　

実
穂

副 

会 

長　
　

広
岡　
　

巧

会　
　

員　
　

西
川　

健
三

　

 

〃 　
　
　

上
野　

克
己

　

 

〃 　
　
　

寺
岡　

公
章

　

 

〃 　
　
　

原
田　
　

博

　

 

〃 　
　
　

二
階
堂　

博

　

 

〃 　
　
　

岡
部　

健
三

ご 利 用
ください

「
声
の

市
議
会
だ
よ
り
」

「
点
字
の

市
議
会
だ
よ
り
」

　

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い

た
だ
く
た
め
、
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
市
議
会
だ
よ

り
の
内
容
を
録
音
し
た
「
声
の
市
議

会
だ
よ
り
（
テ
ー
プ
）
」
を
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
点
字
の
市
議
会
だ
よ

り
」
は
差
し
あ
げ
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
52
―
2
2
1
1
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 　

市
議
会
だ
よ
り
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

特
別
委
員
会

岩
国
大
竹
道
路
対
策
特
別
委
員
会

そ
の
他
の
委
員
な
ど

宮
島
競
艇
施
行
組
合
議
会
議
員

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

大
竹
市
農
業
委
員
会
委
員

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

議
会
改
革
等
研
究
会

市
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○
平
成
19
年
度
大
竹
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
千
1
1
9
万
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
1
1
8
億
2
千

6
2
6
万
2
千
円
に
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
市
議
会
議
員
定

数
の
2
名
削
減
に
よ
る
減
額
、
国
保
連
合

会
障
害
者
自
立
支
援
シ
ス
テ
ム
変
更
に
よ

る
改
修
委
託
料
、
一
般
道
路
補
修
工
事
、

黒
川
住
宅
改
築
の
実
施
計
画
延
期
に
よ
る

減
額
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
内
容
は
、
地
域
介
護
・
福

祉
空
間
整
備
等
交
付
金
、
宮
島
競
艇
周
辺

整
備
事
業
助
成
金
等
で
す
。

○
大
竹
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正

　

平
成
18
年
6
月
21
日
に
公
布
さ
れ
た
健

康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

一
部
が
平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。
医
療
機
関
等
に
お
い
て

療
養
の
給
付
を
受
け
る
際
の
一
部
負
担
割

合
に
つ
い
て
、
2
割
が
適
用
さ
れ
る
方
の

範
囲
を
現
行
の
3
歳
未
満
か
ら
6
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日
以
前
ま

で
に
延
長
、
ま
た
、
一
定
以
上
の
収
入
の

あ
る
方
を
除
き
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方

の
一
部
負
担
金
の
割
合
に
つ
い
て
、
1
割

か
ら
2
割
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

○
大
竹
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

　

常
任
委
員
会
の
数
が
3
か
ら
2
に
変
更

さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、
議
会
運
営
委

員
会
の
委
員
の
定
数
「
7
人
」
を
「
6
人
」

に
改
正
し
ま
し
た
。

○
監
査
委
員
の
選
任
の
同
意

　

任
期
満
了
と
な
る
津
玉
直
洋
氏
の
後
任

と
し
て
岡
部
健
三
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

○
市
議
会
議
員
の
報
酬
等
の
減
額
を
求
め

る
決
議

　

市
議
会
議
員
よ
り
報
酬
等
の
減
額
を
前

提
と
し
て
、
大
竹
市
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
に
諮
問
す
る
こ
と
を
求
め
る
決
議
に
つ

い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

平成18年度　水道事業会計の収支状況 

平成18年度　工業用水道事業会計の収支状況 

（単位：千円） 

（単位：千円） 

563,819 571,082

平成18年度　水道事業会計の収支状況 

569,188 361,588

平成18年度　工業用水道事業会計の収支状況 

収益的 
支出 

収益的 
収入 

収益的 
支出 

収益的 
収入 

人件費
14.2%

80,359

物件費
15.3% 
86,371

19,252

動力費
3.4%

136,777

受水費
24.3%

31,357

支払利息
5.6%

減価償却費
26.5%

60,540

149,163

その他 
10.7%

純損失（収益的収支） 
207,600千円 

純利益（収益的収支） 
7,263千円 

水道料金
88.1%

503,194

水道料金
94.6%

342,161

量水器使用料
2.9% 　16,709

動力費
4.4% 　24,985

その他営業収益
3.7% 　20,810

受託工事収益
0.0　0

他会計補助金
0.7% 　4,138

その他
4.6% 　26,179

特別利益
0.0% 

52

（単位：千円） 

（単位：千円） 

40,497

人件費
7.1%

67,729

物件費
11.9%

182,051

225,735
支払利息
32.0%

減価償却費
39.7%

その他
4.9%　28,191

その他
5.4％ 

19,427

他会計補助金
0.0％ 

0

第
3
回 

定
例
市
議
会

会
期
中
に
議
会
人
事
案
件
他
、
決
算
3
件
（
認
定
）
、
補
正
予
算
案
3
件

（
原
案
可
決
）
、
条
例
案
2
件
（
原
案
可
決
）
、
人
事
案
件
2
件
（
原
案
同

意
・
当
選
決
定
）
、
そ
の
他
8
件
の
議
案
、
請
願
1
件
、
陳
情
2
件
を
審
議

し
ま
し
た
。
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
期　

9
月
10
日
〜
28
日

平成19年
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